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安倍政権の評価 その２ 

ChatGPT との対話 
 
海外からの評価はどうですか。 
 

では、「海外では安倍政権はどう⾒られていたのか」を、地域別＋評価の質感まで含めて整理します。 

結論から⾔うと、「国内評価よりはるかに⼀貫して⾼い」のが特徴です。 

l 総論︓海外評価の共通点 

海外メディア・研究者・外交当局の安倍評価を⼀⽂でまとめると、 

「⽇本を“受動的な経済⼤国”から“戦略的アクター”に変えた指導者」という位置づけになりま 

す。 

国内で争点になった 

* 憲法解釈 

* 森友・加計 

* 説明責任 

といった問題は、「海外ではほぼ関⼼外」です。 

① アメリカからの評価（最も⾼い） 

l 政府・安全保障界 

*「戦後最良の⽇⽶⾸脳関係」 

 * オバマ・トランプという正反対の⼤統領双⽅と信頼関係を構築 

* 集団的⾃衛権の限定容認を“Japan finally became a normal ally”（⽇本はついに「普通の同 

盟国」になった） 

l シンクタンク・学界 

* 中国を最⼤の戦略課題と位置づけた点を⾼評価 

* FOIP 構想は「アメリカが後から正式採⽤した、⽇本発の戦略概念」 

👉 ⽶国では「⽇本で最も信頼できた⾸相」「理解が早い同盟相⼿」という評価が定着しています。 

② 欧州（EU・英国）からの評価 

l 主な評価ポイント 

* ⾃由貿易と国際秩序の擁護者** 

  * ⽶国が TPP 離脱・保護主義に傾く中で ⽇本が“理性的な⼤国”として振る舞った 

* ⽇ EU・EPA を主導 
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* 法の⽀配・航⾏の⾃由を外交⾔語として明確化 

 

l 欧州的な⾒⽅ 

* 「ナショナリストではあるが、破壊者ではない」 

* 「理念と現実のバランスが取れた保守政治家」 

👉 欧州では“Responsible conservative leader”という評価が多い。 

③ アジア諸国からの評価（国別に温度差） 

l ASEAN・インド・豪州 

* 極めて⾼評価* 

* 中国⼀極化への対抗軸として歓迎 

  * ⽇本の存在感が再浮上したとの認識 

* インフラ外交・⼈材交流の実務性を評価 

l インド 

* モディ⾸相との個⼈的信頼 

* ⽇印関係を「準同盟」レベルに引き上げた功績 

l 韓国 

* 政治レベルでは緊張 

* ただし安全保障・対中認識では「理屈は理解できる」という冷静な評価も多い 

l 中国 

* 警戒と評価が混在** 

  * 対中抑⽌を強めた「厄介な相⼿」 

  * 同時に「理論的で予測可能な指導者」 

Ø 習近平政権から⾒ると 

  * 感情的反⽇ではなく、戦略的ライバル 

④ 国際メディアの典型的評価 

よく使われる表現を要約すると︓ 

* Japanʼs most powerful prime minister in decades 

* A nationalist with a globalist toolkit 

* The leader who brought Japan back 

つまり、 

* 国内では「右か左か」で⾒られ 

* 海外では「使えるか、信頼できるか」で⾒られた 
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👉 その基準では「⾮常に評価が⾼い」。 

l なぜ海外評価と国内評価が乖離したのか 

理由はシンプル 

* 海外は「結果（外交・安保・国際秩序）」を⾒る 

* 国内は「⼿続き・説明・倫理」を⾒る 

そのため︓ 

* 海外︓「戦略家」 

* 国内︓「賛否両論の政治家」 

という⼆重評価が⽣まれた。 

l 歴史的に残りやすい海外評価（予測） 

10〜20 年後、海外の⽇本政治史では︓ 

* 「冷戦後、⽇本が再び地政学的主体になった転換点」 

* 「中国時代への対応を最も早く設計した指導者」 

* 「⽇本外交の“静かな再武装”を成し遂げた」 

と書かれる可能性が⾼いです。 
 


